
【貸借対照表】 平成22年3月31日現在（単位：千円） 【行政コスト計算書】 平成22年3月31日現在（単位：千円）

金額 金額 金額

１．公共資産 120,220,161 １．固定負債 32,460,690 23,331,665

（１）土地 50,219,088 （１）地方債 26,660,327 １．人にかかるコスト 5,312,276

（２）建物等 69,975,755 （２）退職手当引当金 5,800,363 （１）人件費 4,510,037

（３）売却可能資産 25,318 （３）その他 0 （２）退職給与引当金繰入 493,710

（３）賞与引当金繰入額 308,529

２．投資等 7,882,291 ２．流動資産 3,367,655 ２．物にかかるコスト 6,611,840

（１）投資及び出資金 3,060,503 （１）翌年度償還予定地方債 2,652,112 （１）物件費 3,283,263

（２）貸付金 358,924 （２）その他 715,543 （２）減価償却費 3,096,173

（３）基金等 3,768,694 （３）維持補修費等 232,404

（４）長期延滞債権 861,226 負債合計 35,828,345 ３．移転支出的なコスト 10,833,605

（５）回収不能見込額 △ 167,056 （１）社会保障給付 3,242,682

１．公共資産等整備国県補助金等 40,407,091 （２）補助金等 2,791,508

３．流動資産 2,197,669 ２．公共資産等整備一般財源等 69,230,263 （３）他会計への支出額 4,638,801

（１）資金 2,006,240 ３．その他一般財源等 △ 15,191,110 （４）公共資産整備補助金等 160,614

（２）未収金 191,429 ４．資産評価差額 25,532 ４．その他のコスト 573,944

（３）回収不能見込額 0 （１）公債費（利払）等 523,221

純資産合計 94,471,776 （２）回収不能見込額 50,723

資産合計 130,300,121 負債及び純資産合計 130,300,121 852,808

使用料・手数料等 852,808

【資金収支計算書】 平成22年3月31日現在（単位：千円） 純経常行政コスト（経常経費－経常収益） 22,478,857

１．経常的収支 【純資産変動計算書】 平成22年3月31日現在（単位：千円）

２．公共資産整備収支 金額

３．投資・財務的収支 期首純資産残高 94,844,317

当期収支 純経常行政コスト △ 22,478,857

期首資金残高 財源調達 22,109,213

期末資金残高 地方税 7,275,245

（基礎的財政収支） 地方交付税 7,412,604

収入総額 経常補助金 4,882,283

支出総額 建設補助金 600,761

地方債発行額 その他 1,938,320

地方債元利償還額 資産評価替・無償受入 △ 2,897

減債基金等増減 その他 0

基礎的財政収支 期末純資産残高 94,471,776
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△ 25,961,163
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△ 1,161,428

【普通会計】簡潔に要約した橋本市財務書類４表（平成２１年度版）　・・・　＜総務省方式改訂モデルで作成＞
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